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磯◇＠◇＠◇命本号の読みどころ命◇禽◇命◇命

［特集　f教科書で教える」1

　本特集「教科書で教える」は，「教科書を教えるのではなく，教科書で教えるのだ」とい

う広く知られた干葉の今日的な意味やあり方を考える，という意図のもとで企画されまし

た。特集は次の3編の寄稿論文から構成されています。

◇1．日本語教育において「教科書で教える」が意味するもの（丸山　敬介）

　本論は，「教科書で教える」ということの具体的な意味，および「教科書で」の現状と展

望について論じたものです。・具体的には，「教科書の不十分な点を補う」という意味での「教

科書で」はほぼなくなっていること，「学習者にふさわしい教科書を選択する」という意味

での「教科書で」はかなりの程度まで進んでいることを指摘し，窪みんなの日本語』教師用

マニュアルを例に「教科書を材料にして学習者にふさわしい教蓋活動を構築する」という

意味での「教科書で」の現状分析を行っています。今後の展望として，ニューカマーの増

加を受けて教科書が薪たな存在意義を持ちつつあることが指摘されています。

命2．教科醤ができることとできないこと一「文型積み上げ式初級教科書で教える」とは一

　　（品田　潤『F）

　本論は，文型積み上げとコミュニケーション力育成の両立を目指したJapanese　for　Busy

Peopleシリーズ作成の経験をふまえ，日本語教科書において「総合的アブm一チ」と「分析

的アブm一チ」をいかに両立させるかという問題について論じたものです。著者は，入門

期から初級葡期にかけてはこの二つのアプローチが両立可能だが，それ以降，両者の両立

が困難になってゆくことを指摘し，初級後半で分析的アブm一チによる学習を継続させる

ために，教科書による学習と並行して，CEFR（ヨーロッパ言語共通参照枠）が提案する初

級レベルの行動目標，学習者の飼人プロジェクトを組み込んでいくことを提案しています。

◇3．これからの臼塞語学習を教材で支援するために必要なこと（柴原　智代・島田　徳子）

　本論は，「教科書で教える」ためには，教科書が単なる「素材」ではなく，学習理論や指

導方略を埋め込んだものである必要があるという観点から，著者らが考案した教材分析の

手法を用いて従来の教科書の問題点を明確にし，これからの教科書（の作成）について提

案を行ったものです。教科書については，特に「教材の中で学習評価の方法や基準を示す」

ことの必要性が強調されています。また，教科書作成については，インストラクショナル・

デザインの過程を適用して，「コースの現状分析を丁寧に行う」「教材のねらいを明確にする」

「教材のねらいが達成されたことを確認する」ことの重要性が指摘されています。

　今回の特集では「教科書」に重点を置いた論考が主となりましたが，「教える」に重点を

置いて「教科書で教える」について考える際にも，上記3編の論文で述べられていることは
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大いに参考になると思います。 （井上　優i）

［研究論文1

壷孫愛維「第二轡語及び外国語としての日本語学習者における現場指示の習得一台湾人の

　　H本語学習者を対象に一一・」

　この論文は，台湾心身者において，台湾で学ぶ場合と日本で学ぶ場合とで「こ・そ・あ」

の現場指示用法の習得状況に違いが見られることを示した研究論文です。

　その違いとは，（1）H本で学ぶ場合のほうが習得が早く進む，（2）台湾で学ぶ者に誤用の

「こ・そ」が多く見られる，（3）日本で学ぶ者には日本語総合能力による差が見られないの

に対し，台湾で学ぶ者には差が見られる（日本語総合能力が低い者に現場指示の誤用が多

い），といった点です。

　調査はたいへん丁寧に行われており，わかりやすい論文になっています。調査対象をき

ちんと絞り込んでいて，かつ，調査対象の数が確保されている，という点も評価できます。

調査結果の分析・考察，とくに上の（2）（3）の要因に関しては，さらなる調査が必要かと

思われますが，この調査結果は説得力を持つと思います。　　　　　　　　（阿久津　智）

［報告ユ

◇市嶋典子・長嶺倫子「『進学動機の良覚を促す』日本語教育実践の意義一レポート分析

　　とエピソード・インタビューを基に一1

　大学入試など差し迫った目標に迫られている学習者は，どうしても「試験対策」のための

勉強に走りがちになります。この論文は，そういう状況に対する根源的な疑問一大学で何の

ために学ぶのか，という思索なしに試験対策だけしていてよいのか一に端を発しています。

　筆者らのグループは，大学入学前予備教育段階の学習者に対し「進学動機を問う活動」

を行ないました。そしてその活動の中で，「学習者A」にどのような変化が起こったのかを，

学習者の作文とエピソード・インタビューから探ろうとしています。

　最初ごく通り一遍の動機しか書いていなかった学習者Aが，進学動機に関する考察を短期

間で目覚しく深めていく様子は感動的なほどです。インタビューの記録からは，学習者自

身も自分の変化を自覚し，それがこれからの人生に対する自儒に結びついていく様子もう

かがえます。

　このような活動が，他の教育機関にも広まっていくことを期待するとともに，今後は，こ

うした活動になじめなかった学習者にも焦点を当てて考察が行われることを期待します。論

文の中で，この活動にどうしてもなじめない学習者もいたらしいことが報轡されています。

そのような学習者に対してどのように接すればよいのか，ということが，次の大きな課題

となるでしょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（宇佐美　洋）
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